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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の導体板を含む第１の筐体と、
　第２の導体板を含む第２の筐体と、
　前記第１の筐体と前記第２の筐体とを開閉可能に連結する連結手段と、
　前記第１および第２の導体板に近接して配置され、前記第１および第２の導体板に給電
を行う給電点と、を備え、
　前記第１および第２の導体板は、前記給電点より給電を受けることにより、前記第１お
よび第２の筐体が開かれた状態で、自己補対アンテナとして機能することを特徴とする携
帯無線機。
【請求項２】
　少なくとも前記給電点を中心として半径が、使用周波数帯域のうちの最低周波数に対応
する波長の４分の１以上の円範囲において、前記第１および第２の導体板が自己補対アン
テナとして機能するように、前記第１および第２の導体板は設計されていることを特徴と
する請求項１に記載の携帯無線機。
【請求項３】
　前記第１および第２の導体板のうち自己補対アンテナとして機能しない部分が、少なく
とも前記給電点を中心として半径が前記使用周波数帯域のうちの最高周波数に対応する波
長の１０分の１以下の円範囲に収まるように、前記第１および第２の導体板は設計されて
いることを特徴とする請求項２に記載の携帯無線機。
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【請求項４】
　前記給電点へ給電を行う給電線路をさらに備えたことを特徴とする請求項１ないし３の
いずれかに記載の携帯無線機。
【請求項５】
　前記給電線路は、同軸線路またはマイクロストリップ線路であることを特徴とする請求
項４に記載の携帯無線機。
【請求項６】
　前記給電線路と前記給電点との間にインピーダンス変換回路をさらに備えたことを特徴
とする請求項４または５に記載の携帯無線機。
【請求項７】
　前記第１または第２の筐体内に内蔵アンテナが設けられ、前記第１および第２の筐体が
閉じられると前記給電線路は前記給電点から分離されて、前記内蔵アンテナの給電点に接
続されることを特徴とする請求項６に記載の携帯無線機。
【請求項８】
　前記第１および第２の筐体は折り畳み可能に構成され、あるいは、前記第２の筐体が第
１の筐体に対してスライドまたはスライド回転可能に構成されたことを特徴とする請求項
１ないし７のいずれかに記載の携帯無線機。
【請求項９】
　前記第１および第２の導体板は、前記第１および第２の筐体が開かれた状態において、
同一平面上に位置することを特徴とする請求項１ないし８のいずれかに記載の携帯無線機
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯無線機に関し、特に携帯無線機のアンテナ技術、より詳細にはアンテナ
の広帯域化技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の携帯無線機では、W-CDMA（Wideband Code Division Multiple Access）やPDC（P
ersonal Digital Cellular）といった複数の無線システムを搭載したり、広帯域な周波数
幅を使用する地上波TV受信を行ったりしている。従って、アンテナの観点では、広帯域で
動作するアンテナが必要である。また、アンテナを小型化することは、携帯無線機の小型
化に対して重要な技術である。
【０００３】
　このような背景のもと、折り畳み携帯電話の構造を有効に利用した板状ダイポールアン
テナが提案されている（例えば、特許文献1参照）。2つの筐体内の導体板間に高周波電源
を設置し、2つの導体板をアンテナの放射素子として利用する構成である。ここで、導体
板とは、無線に関係する回路やデータの信号処理回路などが取り付けられている回路基板
のグランドとして用いる導体部分を意味する。
【０００４】
　この構成の特徴としては、板状のダイポールアンテナを実現しているので、線状のダイ
ポールアンテナに比べて広帯域な特性が得られる。また、もともと携帯電話に存在する導
体板をアンテナの放射素子として利用するので、別にアンテナを必要としないために、小
型なアンテナを実現することが出来る。
【０００５】
　しかしながら、上記の構成では、周波数帯域幅は、板状ダイポールアンテナの形状によ
って制限を受けるため、さらなる帯域幅の向上を実現するのは困難である。また、板状ダ
イポールアンテナでは、導体板の形状に応じてアンテナ特性が変化してしまう問題がある
。
【特許文献１】特願2002-377877号



(3) JP 4197684 B2 2008.12.17

10

20

30

40

50

【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このように従来技術においては、広帯域で小型なアンテナの実現を目的としているが、
周波数帯域幅が板状ダイポールアンテナの形状によって制限を受ける問題があった。また
、導体板の形状によってアンテナ特性が変化する問題があった。その他、高効率特性、高
利得特性、高整合特性、高アイソレーション特性、軽量化、低コスト化、多素子化などが
課題となっている。
【０００７】
　本発明は、上記の問題を解決するためになされたものであり、板状ダイポールアンテナ
よりも広帯域な特性を実現でき、また、導体板の形状に対する制約をより少なくした、携
帯無線機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様としての無線携帯機は、第１の導体板を含む第１の筐体と、第２の導体
板を含む第２の筐体と、前記第１の筐体と前記第２の筐体とを開閉可能に連結する連結手
段と、前記第１および第２の導体板に近接して配置され、前記第１および第２の導体板に
給電を行う給電点と、を備え、前記第１および第２の導体板は、前記第１および第２の筐
体が開かれた状態で、前記給電点より給電を受けることにより、自己補対アンテナとして
機能することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明により、板状ダイポールアンテナよりも広帯域な特性を実現でき、また、導体板
の形状に対する制約をより少なくできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながら本実施の形態について詳細に説明する。
【００１１】
　図１は、本発明の実施の形態としての携帯無線機の構成を概略的に示す。
【００１２】
この携帯無線機は、導体板3を含む筐体1と導体板4を含む筐体2が連結部20を介して折り畳
み可能に構成され、導体板3と導体板4に高周波電圧を供給する（給電を行う）高周波電源
（給電点）5を有し、導体板3と導体板4をアンテナの放射素子とする。この携帯無線機は
、筐体1と筐体2を開いた状態では、高周波電源5の極近傍領域（例えば高周波電源5の位置
から半径r1以内の領域）を除く近傍領域（例えば高周波電源5の位置から半径r2(>r1)内の
領域）において、導体板3と導体板4とが自己補対アンテナとして機能することを特徴とす
る。すなわち、導体3と導体板4は同一平面上に位置し、高周波電源5の極近傍領域を除く
近傍領域では、導体板3と導体板4の形状を、導体板3と導体板4の存在する平面内で、高周
波電源の位置を支点に90度回転すると、上記導体板3と導体板4の形状が、回転前における
導体板3と導体板4に挟まれる空間の形状と一致する（後に説明する図５参照）。すなわち
、導体板3と導体板4は、高周波電源（給電点）5から給電を受けることによりアンテナと
して機能すると共に、この給電点を中心に、導体板3と導体板4が略点対称になるよう、筐
体1と筐体2は連結されている。以上のような構成により、アンテナの広帯域特性が得られ
、また、導体板の形状に対する制限を少なくすることが可能となる。以下に、各構成要素
を詳細に説明する。
【００１３】
　筐体1と筐体2は、連結部20によって、折り畳み可能に構成されている。使用する状況に
応じて、携帯無線機の開閉状態を使用者が変化させることが可能となっている。手動で開
閉を行っても、開閉ボタンで自動的に開閉が行われるようになっていても良い。一般的に
、携帯無線機を用いて電波の送受を行う場合には携帯無線機を開状態（図１の状態）で使
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用し、アンテナを使用しない場合は携帯無線機を閉状態で使用する。本実施の形態におい
ては、開状態の使用における高性能なアンテナを提供する。
【００１４】
　筐体1と筐体2はプラスチックなどの誘電体材料で構成される。筐体1と筐体2の表面には
、図示しない液晶ディスプレー、入力ボタン、スピーカー、マイク、カメラのレンズ、着
信ライトなどが実装されている。また、筐体1と筐体2の内部には、基板7と基板8が格納さ
れている。基板7は、誘電基板23と導体板3との積層構造を含む。基板8は、誘電基板24と
導体板4との積層構造と、誘電基板24上の無線部6を含む。無線部6は高周波電圧を生成し
、生成した高周波電圧を給電点5に供給する。誘電基板23、24上には、その他、図示しな
い通信データの信号処理回路、バッテリーなどが実装されている。
【００１５】
　導体板3と導体板4は、筐体1と筐体2に内蔵されている基板7と基板8内の基準電位を持つ
グランド基板である。このグランド基板は、基板7と基板8全体に一般的に存在しているも
のである。また、多層基板においては、いずれかの層にグランド層が存在している。図１
では、導体板3、4は、誘電基板23、24の下面に、一方の表面がむき出しの状態で設けられ
ている。
【００１６】
　誘電基板の形状と導体板の形状は同一でもよいし、異なっても良い。本実施の形態にお
いては、後に詳細に説明するが、最低限として導体板の形状のみを規定し、これにより導
体板を高性能なアンテナとして動作させるものであるので、誘電基板の形状は任意の形状
が可能である。
【００１７】
　高周波電源（給電点）5は、導体板3と導体板4の間に電位差を与えるように構成される
。筐体2に内蔵される基板8に実装される無線部6から給電点5に高周波電圧を供給するため
の給電線路25が設けられる。
【００１８】
　図２は、高周波電源の代表的な構成例を示す。
【００１９】
　図２（Ａ）は、同軸線路を用いた高周波電源の構成例を示す。
【００２０】
　図面が複雑にならないように筐体は除いて図示している。無線部6に同軸線路9の内部導
体9bの一端が接続されている。同軸線路9の外部導体9aが任意の手段で導体板4に接地され
る。外部導体9aと内部導体9bとの間には絶縁体が存在する。同軸線路9の内部導体9bの先
端が導体板3に接続されている。ただし、ここでは、内部導体9bは導体板3に直接接続され
ず、基板７上に設けたグランド導体部分11に接続される。このグランド導体部分11が、図
示しない手段を介して導体板3に接続される。
【００２１】
　図２（Ｂ）は、マイクロストリップ線路を用いた場合の高周波電源の構成例を示す。
【００２２】
　誘電基板24を挟んで導体板4に平行に導体線10aが設けられ、導体線10aの一端は無線部6
に接続され、他端がグランド導体部分11に接続される。導体板4上においては、導体板4と
誘電基板24と導体線10aとの積層構造によってマイクロストリップ線路10が形成される。
マイクロストリップ線路10の導体線10aがグランド導体部分11に接続されている。
【００２３】
　内部導体9bや導電線10aの具体例としては、折り曲げに対してやわらかい材質の導体、
例えば軟導線を用いることができる。これにより、携帯無線機の開閉によっても、高周波
電源5が故障することなく、したがって常に安定した接続が可能になる。また、同軸線路9
の絶縁体の材料として、ポリエチレンまたは四フッ化エチレンを用いることで、同様の効
果を得ることができる。
【００２４】
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　図２（Ａ）および図２（Ｂ）では、内部導体9bや導体線10aの先端をグランド導体部分1
1に接続する構成を示したが、グランド導体部分11ではなく、導体板3と直接接続する構成
でも良い。この場合、内部導体9bや導体線10aと、導体板3との間に、接続部材を介在させ
ても良い。接続部材を介して導体線10aと導体板3と接続する例を図３に示す。
【００２５】
　マイクロストリップ線路10における導体線10aの先端に、所定の形状を有する導体の金
具12が接続され、この金具12が導体板3の表面に接触している。筐体の折り畳み時には金
具12と導体板3との接触が外れ、筐体を開いた状態では金具12と導体板3とが接触するよう
になっている。よって、筐体を折り畳んでも、ねじれや折り曲げに対する問題は生じない
。
【００２６】
　次に、導体板3および導体板4の形状について説明する。
【００２７】
　図４は、高周波電源5の極近傍領域および近傍領域を説明する図である。
【００２８】
　極近傍領域は、導体板3と導体板4とを接続する高周波電源5が含まれる領域であり、高
周波電源5の位置を中心に半径r1の円範囲である。また、近傍領域は、アンテナとして動
作する部分に対応しており、高周波電源5の位置を中心に半径r2の円範囲である。本実施
の形態では、極近傍領域以外の近傍領域における導体板3と導体板4の形状、つまり、半径
r1からr2の範囲における導体板3と導体板4の形状に関して特徴を有する。
【００２９】
　より詳細には、極近傍領域を除く近傍領域では、導体板3および導体板4の形状を、導体
板3および導体板4の存在する平面内で、高周波電源5の位置を支点に90度回転すると、上
記導体板3および導体板4の形状と、回転前における導体板3と導体板4とに挟まれる空間の
形状とが一致する。これにより、導体板3と導体板4とが広帯域なアンテナとして動作する
。導体板3と導体板4とが広帯域なアンテナとして動作するのは、導体板3と導体板4とが自
己補対アンテナとして動作するためである。以下に、自己補対アンテナについて詳細に説
明する。
【００３０】
　図５は、自己補対アンテナの模式構造を示す。
【００３１】
　自己補対アンテナでは、2つの板状の導体板を放射素子として用いる。ここで、各導体
板は無限の大きさを有するものと仮定する。自己補対アンテナは、導体板の存在する平面
内において、高周波電源を支点に各導体板をそれぞれ同一方向に90度回転すると、各導体
板は、回転前の各導体板に挟まれた空間の形状に一致する特徴を有する。このような特徴
を満足すれば、導体板の形状は任意に選択することが可能である。任意の形状の自己補対
アンテナは、超広帯域特性を有する特徴がある。ここで、超広帯域特性とは、周波数に依
存しないで入力インピーダンスが60π(≒188)Ωと一定になることを意味する。
【００３２】
　ここで、図４に示したように、導体板3と導体板4とは、極近傍領域を除く近傍領域内で
は自己補対アンテナの原理を満足するように配置されているため、超広帯域なアンテナと
して機能する。
【００３３】
　ただし、以上の説明は理論上のものであり、現実には自己補対アンテナの超広帯域特性
が実現される周波数帯域幅が存在する。
【００３４】
　1つ目に、超広帯域特性が実現される周波数帯域幅は、アンテナの給電点付近の構造の
精密さに関係する。自己補対アンテナの原理では、高周波電源（給電点）の大きさを無限
小とするが、実際は高周波電源はある大きさを有する。例えば、高周波電源は、図２や図
３のような構造を有し、ある大きさを持つ。そのために、高周波電源の極近傍領域では、
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自己補対アンテナの原理は満足されない。特に、波長の短い周波数において、給電点付近
の構造の違いが大きく影響する。ここで、極近傍領域の半径r1を最高周波数の波長の10分
の1とすれば、この半径r1は、半波長（10分の5）に対して5分の1となる。自己補対アンテ
ナにおいても、ダイポールアンテナ等と同様に、半波長が動作の基準となるので、自己補
対アンテナの寸法のうち5分の1を給電点が占めたとしても、良好なアンテナとしての動作
が得られる。従って、極近傍領域の半径r1を最高周波数の波長の10分の1以下とすれば、
最高周波数においても、導体板3、4は、自己補対アンテナとして動作する。
【００３５】
　2つ目に、超広帯域特性が実現される周波数帯域幅は、アンテナの最大寸法に関係する
。自己補対アンテナは、原理的にはその大きさを無限大とするが、実際には、自己補対ア
ンテナは有限の大きさの導体板を用いて構成される。ここで、導体板の大きさは、高周波
電源の位置から4分の1波長以上の長さを有することが自己補対アンテナとして動作するた
めに必要であると知られている。従って、有限の導体板の大きさは、波長の長い最低動作
周波数に関係する。従って、近傍領域の半径r2を最低動作周波数の波長の4分の1以上とす
ることで、最低動作周波数においても、導体板3、4は、自己補対アンテナとして動作する
。
【００３６】
　以上から理解されるように、導体板3と導体板4とは、携帯無線機の開状態において、極
近傍領域を除く近傍領域において自己補対アンテナの原理を満足し、その動作周波数範囲
は、極近傍領域の半径r1と近傍領域の半径r2とによって決まる。
【００３７】
　次に、本発明者らが、自己補対アンテナの広帯域特性に関して行ったシミュレーション
の結果について説明する。
【００３８】
　図６は、VSWR（電圧定在波比：Voltage Standing Wave Ratio）の周波数特性を示して
いる。VSWRとは、給電線路の特性インピーダンスと、アンテナの入力インピーダンスとの
整合条件を表しており、VSWRが小さいほど整合が良いことを意味している。図６のシミュ
レーション結果は、本発明に係わる自己補対アンテナと、比較のための板状ダイポールア
ンテナとについてのものである。このシミュレーションでは、導体板3と導体板4と高周波
電源5の3つの部分のみをモデル化して特性を評価している。
【００３９】
　導体板3と導体板4の大きさは共に40mm×80mmとした。高周波電源の大きさ（直径）は7m
mとした。従って、極近傍領域の半径r1＝3.5mmである。3.5mmが10分の1波長となる周波数
は8.57GHzである。
【００４０】
　また、近傍領域の半径r2=40mmとした。40mmが4分の1波長となる周波数は1.88GHzである
。
【００４１】
　また、VSWRは給電線路の特性インピーダンスで値が変化する。本シミュレーションでは
、本発明に係わる自己補対アンテナでは60πΩ（188Ω）、板状ダイポールアンテナでは5
0Ωの給電線路を用いた。図中では、給電線路の特性インピーダンスをZoで表している。
【００４２】
　ここで、VSWRは以下のようにして求める。
【００４３】
　初めに、給電線路の特性インピーダンスZoと、アンテナの入力インピーダンスZinとか
ら、Γ=(Zin-Zo)/(Zin+Zo)として、反射係数Γを求める。
【００４４】
　次に、反射係数Γから、VSWR=(1+|Γ|)/(1-|Γ|)として、VSWRを計算する。
【００４５】
　VSWRの最小値は１であり、このとき、給電線路の特性インピーダンスZoと、アンテナの
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入力インピーダンスZinとが一致する。
【００４６】
　図６に示すシミュレーション結果より、本発明に係わる自己補対アンテナにおいては板
状ダイポールアンテナに比べて広帯域な特性が得られていることが分かる。図６において
、VSWR≦2はアンテナの動作周波数を判断するときに用いられる基準である。自己補対ア
ンテナにおいては、約1GHzから約9GHzまでVSWRの値がほぼ2以下に収まっており、広帯域
特性を実現できていることが分かる。広帯域なアンテナの周波数特性は急激に変化するも
のではないため、実際には、極近傍領域の大きさと近傍領域の大きさとで規定される動作
周波数よりも広い範囲で好適な特性が得られている。これに対して板状ダイポールアンテ
ナでは、周期的に特性が繰り返されるが、VSWRが小さい周波数範囲は自己補対アンテナに
比べて著しく狭いことが分かる。
【００４７】
　以上のように、本実施の形態によれば、折り畳み可能に構成された２つの筐体内に、筐
体の開状態において、自己補対アンテナの原理を満足するように、各々導体板を配置した
ため、超広帯域特性を実現できる。
【００４８】
　また、本実施の形態によれば、自己補対アンテナの原理を満足さえすれば導体板の形状
は問わないため、導体板の形状に対する制約が少なくなり、実用上有効となる。例えば、
携帯無線機の他の構成例を示す図７のように、導体板および誘電基板を図１とは異なる形
状としても、広帯域な特性が得られる。。
【００４９】
　また、本実施の形態によれば、携帯無線機内に最初から存在している導体板をアンテナ
の放射素子として用いるため、従来の携帯無線機のようにアンテナを別途設ける必要が無
く、従って、小型化、軽量化、低コスト化が可能となる。
【００５０】
　ただし、本実施の形態においても、自己補対アンテナとは別のアンテナをさらに携帯無
線機内に実装し、用途に応じてこれらのアンテナを使い分けるようにすることも可能であ
る。
【００５１】
　例えば、携帯無線機のさらに他の構成例を示す図８のように、誘電基板24上に無指向性
のチップアンテナ31を無線部6と接続して配置する。携帯無線機で電話等を行う場合はチ
ップアンテナ31を使用し、ディスプレー32にテレビ画像を表示する場合などは広帯域の自
己補対アンテナを使用する。すなわち、電話等の通信の安定性が優先する場合は無指向性
のチップアンテナ31を使用し、一方、容量の大きいデータを扱う場合は、自己補対アンテ
ナを用いて高速通信を行う。
【００５２】
　ところで、以上に説明した本実施の形態における携帯無線機では、自己補対アンテナの
特性から、アンテナの入力インピーダンスは60πΩとなる。従って、給電線路のインピー
ダンスがアンテナの入力インピーダンスと整合しない場合も起こり得る。この場合は、イ
ンピーダンス変換回路を給電線路と給電点との間（例えば図２（Ａ）において同軸線路と
、露出した内部導体との間）に挿入してこれらのインピーダンスを整合をさせればよい。
よって、本発明では、任意の特性インピーダンスの給電線路を使用できる。
【００５３】
　また、以上の説明では、導体板3と導体板4とが同一平面上にあるときに自己補対アンテ
ナとして動作すると説明した。しかし、筐体の開状態において、2つの導体板を互いに異
なる平面上に配置したり、また、一方の導体板が他方の導体板に対してある程度の角度を
持つように配置したりする方が、製作の容易性があがる場合がある。このときには、VSWR
の特性劣化が発生するが、開状態において、2つの導体板を異なる平面上に配置するよう
にしたり、２つの導体板をある程度角度を付けて配置するようにしたりしてもよく、本発
明はこれらの場合を含む。
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【００５４】
　また、以上に説明した本実施の形態では、２つの導体板の形状がそれぞれ同一であった
が（図１および図７参照）、上述したように、近傍領域の外側の領域では導体板3と導体
板4の形状は任意である。２つの導体板の形状が異なる例を図９に示す。この例では、2つ
の導体板の幅hは同じであるが、2つの導体板の長さがL1とL2でそれぞれ異なる場合を示し
ている。このように２つの導体板の形状が異なっていても、広帯域な特性を得ることがで
きる。
【００５５】
　この点は、板状ダイポールアンテナと異なる大きな利点である。板状ダイポールアンテ
ナでは、構造全体の大きさが特性に大きく影響するのに対して、自己補対アンテナでは、
近傍領域の構造が自己補対アンテナの原理を満たしているならば、近傍領域の外側の構造
が性能へ与える影響は小さい。従って、高周波電源5の近傍領域はアンテナ性能の観点か
ら設計を行い、近傍領域より遠い範囲は、アンテナ性能は考慮せずに、デザイン設計や、
他の機能を重要視して設計することが可能になる。
【００５６】
　このような特徴から、本発明では、2つの筐体における開状態の種類を増加させること
が可能となる。以下これについて具体例を用いて説明する。
【００５７】
　図１０は、板状ダイポールアンテナにおける開状態のパターンを４種類示す図である。
図１１は、自己補対アンテナにおける開状態のパターンを４種類示す図である。ここでは
、導体板3と導体板4の平面形状をそれぞれ同一の長方形としている。図１０（Ａ）～図１
０（Ｄ）の順に、また、図１１（Ａ）～図１１（Ｄ）の順に、導体板3を導体板4に対して
90度ずつ回転させている。ここでは、導体板3の回転状態が理解しやすいよう、導体板3の
角に便宜的に印を付している。図１０および図１１において、給電線路と導体板3との接
続は接触型であり、従って導体板3の回転時にはいったん導体板3が給電線路から分離され
、回転後に再度接触する。
【００５８】
　図１０に示す板状ダイポールアンテナの場合、図１０（Ａ）の状態と図１０（Ｃ）の状
態は同じ特性を示し、図１０（Ｂ）の状態と図１０（Ｄ）の状態は同じ特性を示す。しか
し、図１０（Ａ）の状態（または図１０（Ｃ）の状態）と、図１０（Ｂ）の状態（または
図１０（Ｄ）の状態）は異なるアンテナ特性を示す。
【００５９】
　一方、図１１に示す自己補対アンテナの場合、図１０（Ａ）～図１０（Ｄ）の状態は各
々全てほぼ同じ特性を示す。これは、近傍領域の外側の構造にアンテナ特性がほとんど影
響を受けないためである。
【００６０】
　従って、自己補対アンテナの場合には、導体板3と給電線路との接続箇所の自由度が増
えることとなる。これは、導体板3を含む筐体の向きに多くの自由度を与えることとなる
。例えば、筐体に液晶などのディスプレーが搭載されている場合には、筐体の向きを表示
内容に合わせて変えることが出来る。したがって、より自由度の高い開閉状態を実現し、
使いやすさを向上させた携帯無線機を提供できるようになる。
【００６１】
　また、本発明では、筐体の形状も任意である。例えば、携帯無線機のさらに他の構成例
を示す図１２のように、筐体の大きさを導体板に比べて十分に大きく構成することも可能
である。このような構成とすれば、筐体が大きいので、表示装置や入力ボタンなどを大き
くすることが可能であるので、ユーザーインターフェースの改善が可能となる。
【００６２】
　また、以上に説明した本実施の形態では、導体板3と導体板4とは基板内の基準電位を持
つグランド基板であると説明した。しかし、筐体の剛性を高めるために、筐体自体を導体
で構成することも行われている。この場合には、導体で構成された筐体をアンテナの放射
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素子として用いることができるので、筐体自体の形状を自己補対アンテナの原理に一致す
るように構成してもよい。
【００６３】
　図１３は、筐体1の一つの面を導体で構成した場合の携帯無線機の構成を示している。
高周波電源5は、筐体1の導体で構成された部分に接続されている。この構成によっても、
これまでの説明と同様に、広帯域なアンテナ特性を得ることが出来る。
【００６４】
　また、以上に説明した本実施の形態では、導体板3あるいは導体板4と、誘電基板23ある
いは誘電基板24との平面形状が同じであったが、異なる形状としてもかまわない。
【００６５】
　図１４（Ａ）～図１４（Ｃ）は、それぞれ、導体板と誘電基板とが同じ平面形状の場合
、導体板の平面形状が誘電基板のものより小さい場合、導体板の平面形状が誘電基板のも
のより大きい場合を示す。なお、図１４（Ａ）～図１４（Ｃ）では、導体板が誘電基板の
上側になるようにして図示している。
【００６６】
　以上の本実施の形態では、折り畳み可能な携帯無線機を例にして説明したが、スライド
回転可能な携帯無線機、スライド可能な携帯無線機に対しても本発明は適用可能である。
以下、これについて図面を用いて説明する。
【００６７】
　図１５は、本発明の他の実施の形態に従った携帯無線機の構成を概略的に示す図である
。
【００６８】
　この携帯無線機は、筐体1を、図示しない回転軸を中心に筐体2に対して平行に回転させ
ることで開閉可能に構成される。すなわち、筐体1を、連結部41を介して回転させること
で、携帯無線機の開閉が行われる。導体板4と導体板3とが異なる高さ平面に位置するため
、これらが同一平面上に位置する場合に比べて、前述したVSWRの特性はいくぶん劣化する
。
【００６９】
　図１６は、本発明のさらに他の実施の形態に従った携帯無線機の構成を概略的に示す図
である。
【００７０】
　図１６（Ａ）に示すように、この携帯無線機は、筐体1を筐体2に対してスライドさせる
ことで開閉可能に構成される。より詳細には、図１６（Ｂ）に示すように、筐体1は凹部
分43を有し、筐体2は凸部分42を有し、凸部分42をレールとして筐体1をスライドさせるこ
とで、開閉が行われる。凹部分43及び凸部分42は連結部に対応する。
【００７１】
　開状態における高周波電源5の付近において、筐体1の凹部分43と筐体2の凸部分42に穴H
1、H2が形成されており、無線部6と導体板3とを接続する導体44がこれらの穴H1、H2を貫
通させられている。導体44と導体板3との接続は接触型であり、開状態から閉状態への移
行時に導体板3は導体44と分離される。本例においても、図１５の場合と同様に、導体板4
と導体板3とが同一平面上に位置しないため、VSWRの特性はいくぶん劣化する。
【００７２】
　図１７は、本発明のさらなる実施の形態に従った携帯無線機の構成を示す図である。
【００７３】
　この携帯無線機は、図１５に示した携帯無線機に、内蔵アンテナ15を設けたことを特徴
とする。内蔵アンテナ15は、線状アンテナや、板状アンテナなど任意のアンテナで構成す
ることが可能であり、また、折り曲げなどにより短縮可能に構成しても良い。
【００７４】
　図１７（Ａ）の開状態においては、無線部6と導体板3とが給電線路45によって接続され
、給電線路45と内蔵アンテナ15とは分離している。一方、図１７（Ｂ）の閉状態において
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は、給電線路45と導体板3とが分離し、給電線路45は内蔵アンテナ15と接続される。すな
わち、高周波電源5付近の平面図を示す図１８のように、内蔵アンテナ15は、開状態では
給電線路（図１８において図示せず）と分離し、開状態から回転軸47を中心にして閉状態
まで（例えば180度）回転させると給電線路45と接続する接続部46を有している。
【００７５】
　この構成によれば、携帯無線機を開いて使用した場合には内蔵アンテナ15は給電線路45
に接続しないため、内蔵アンテナ15は動作せず、導体板3がアンテナとして動作する。一
方、携帯無線機を閉じて使用した場合には、内蔵アンテナ15が給電線路45に接続するため
、内蔵アンテナ15がアンテナとして動作し、導体板3はアンテナとして動作しない。
【００７６】
　よって、携帯無線機を閉じた場合でもアンテナを動作させることが可能となり、安定し
たアンテナ性能を維持することが可能となる。また、携帯無線機の使用状態を多様化する
ことが可能となり、使い勝手が向上する。
【００７７】
　以上では、スライド回転可能タイプの携帯無線機に内蔵アンテナを設ける例を説明した
が、本例は、折り畳み可能タイプ、スライド可能タイプの携帯無線機にも適用可能である
。
【００７８】
　以上までの説明では、2つの筐体から構成される携帯無線機の場合を例として採り上げ
た。しかし、3つ以上の筐体から構成される携帯無線機においても同様に本発明は適用す
ることが可能である。この場合には、任意の隣り合う2つの筐体間に本発明を適用すれば
よい。また、このような3個以上の筐体を有する場合には、本発明を複数の箇所に適用す
ることで、複数のアンテナを一つの携帯無線機上に実現することが可能となる。複数のア
ンテナを用いて、ダイバーシチアンテナや、ビーム形成や、干渉波除去や、アダプティブ
アンテナや、電波の到来方向推定や、レーダ機能などのアンテナ機能を携帯無線機に実現
することが可能となる。なお、このような機能も携帯無線機に内蔵される導体板を用いて
実現できるため、低コスト、小型化、広帯域化が容易に可能となる。
【００７９】
　なお、本発明は、ゲーム機能を有する折り畳みゲーム機にも当然ながら適用可能である
。この結果、ネットワークゲームなどを行う場合に、安定して良好な無線通信を維持する
ことが可能となる。
【００８０】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】本発明に係わる携帯無線機の構成を示す構成図
【図２】高周波電源の構造例を示す図
【図３】高周波電源を構造例を示す図
【図４】極近傍領域と近傍領域を説明する図
【図５】自己補対アンテナの模式構造を示す図
【図６】自己補対アンテナの周波数特性を説明する特性図
【図７】導体板の形状が図１と異なる携帯無線機の構成を示す構成図
【図８】チップアンテナをさらに搭載した携帯無線機の構成を示す図
【図９】2つの導体板の形状が互いに異なる携帯無線機の構成を示す構成図
【図１０】板状ダイポールアンテナにおける導体板の配置パターンを説明する図
【図１１】自己補対アンテナにおける導体板の配置パターンを説明する図
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【図１２】筐体が導体板に比べて十分に大きい携帯無線機の構成を示す構成図
【図１３】筐体の一部をアンテナの導体板として利用する例を説明する図
【図１４】導体板と誘電基板の関係を表す図
【図１５】筐体が回転して開閉を行う携帯無線機の構成図
【図１６】筐体がスライドして開閉を行う携帯無線機の構成図
【図１７】筐体内に内蔵アンテナを有する携帯無線機の構成図
【図１８】図１７の携帯無線機における高周波電源付近の平面図
【符号の説明】
【００８２】
1、2：筐体
3、4：導体板
5：高周波電源
6：無線部
7、8：基板
9：同軸線路
9a：外部導体
9b：内部導体
10：マイクロストリップ線路
10a：導体線
11：グランド導体部分
12：導体の金具
20、41：連結部
23、24：誘電基板
25、44、45：給電線路
42：凸部分
43：凹部分
47：回転軸
r1、r2：半径
H1、H2：穴
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【図１２】 【図１３】
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【図１６】 【図１７】
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